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（シバヤギ）

雄 単位；㎏、㎝

項目／月齢 ６カ月 １２カ月 １８カ月* ２４カ月

体 重 １４．５ ２３．０ ２９．３ ３０．０

体 高 ４２．６ ４６．９ ５１．６ ５４．８

体 長 ５０．４ ５９．３ ６３．３ ６４．１

胸 囲 ５２．９ ６４．７ ７０．９ ７０．３

*平成１２年度は該当頭数が１頭のため、平成１１年度（１７頭）の数値とした。

雌 単位；㎏、㎝

項目／月齢 ６カ月 １２カ月 １８カ月 ２４カ月

体 重 １２．４ １６．０ １９．３ ２９．２

体 高 ４１．８ ４８．１ ４７．６ ５４．１

体 長 ４８．２ ５２．４ ５８．１ ６２．２

胸 囲 ５０．３ ５５．６ ６０．８ ６６．８

３ 搾 乳

（１）搾乳山羊の管理

乳量の多い個体に対しては追飼を行うとともに、乳量の少ない個体に対しては飼料を

与えすぎて過肥にさせないよう注意する必要があります。

（２）搾乳方法

①手搾り

少頭数の搾乳の場合は、手搾りの方が個々の山羊の乳房の状態を把握できるとと

もに、経験者による搾乳は山羊及び山羊の乳房にとっても優しい方法とも言えます。

【手搾りの方法】 原図「ＲＡＩＳＩＮＧ ＭＩＬＫ ＧＯＡＴＳ ＴＨＥ ＭＯＤＥＲＮ ＷＡＹ」
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乳汁が逆流しないよう先ず親指と人差し指で乳頭の付け根をしっかり挟み、

残りの中指、薬指、人差し指と手の平で乳頭を締め付けて乳を搾り出す。

手の力を抜いて乳頭の付け根をゆるめ、乳を乳頭内に入れる。

（以下繰り返し）

【注１】適正な搾乳ができているかの確認（練習）方法

ゴム手袋に水を入れて、手首部分を縛り、指を乳頭と見立てて練習してみて

下さい。

搾る動作をした時に指先が風船のように膨らめば大丈夫ですが、逆流して

いる場合は、実際に搾乳した場合には乳房炎を引き起こす搾り方と言えます。

【注２】搾乳の仕上げ

搾り終わりに際し、乳房を雑巾のようにきつくしごきすぎると炎症を起こし乳

房炎の原因ともなりますので注意して下さい。

②機械搾乳

搾乳頭数の多い群飼育の場合には、手搾りでは搾り切れませんのでミルカーによる

搾乳を行う必要があります。

【ミルカー搾乳】 原図「酪農機械作業便利帳①舎内編」

（吸引期） （マッサージ期）

ライナーの広がりに伴い ライナーの外側が内 ライナーの外側が常圧に

乳が乳頭に下りる 側と同様に陰圧になると なるとライナーゴムはライ

乳が吸い出される ナー内側が陰圧のためつぶ

れて乳頭を包み乳は止まる

○搾乳衛生については、６．衛生（３）乳房炎の項を参照

（３）泌乳量

（社）日本緬羊協会の「山羊泌乳能力検定規程」によると多回検定では２４０日検定、２
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７０日検定、３００日検定、３６５日検定の４種類となっており、各々の期間において６００㎏

以上、６５０㎏以上、７００㎏以上、８００㎏以上のものが高等登録の資格があるとされてい

ます。

【当才種付けにおける乳量】

当才種付け（２～４月生まれの子山羊に９～１１月に交配する）を行った場合には、初

産次の泌乳量は一般的に低く、２４０日乳量で３５０～４００㎏以上の泌乳量があれば十分

で、この乳量があればほとんどの個体は第２産次以降に６００㎏以上を確保できます。

産次別乳量（当歳種付けによる初産泌乳量を１００とした指数）

長野支場において５産以上した６９頭のデータ

産次 泌乳量（指数） 例数

２ １３６．５±２８．７ ６９

３ １４７．３±３６．１ ６９

４ １４５．５±３９．４ ６９

５ １４２．３±４０．７ ６９

６ １３６．７±４２．７ ３６

７ １３４．８±４４．２ ２０

８ １３０．２±４１．５ １１

９ １０２．１±１３．８ ２

【季節外繁殖による乳量】

季節外繁殖させた場合の泌乳の特徴として、本来泌乳量の下がる時期に放牧等に

より牧草を食べ始めることで、乳量が持ち直すということが見られます。

【搾乳回数】

１日における搾乳回数が多ければ多いほど乳量は増加します（若い個体の方が増加

割合が高い）。一般に１日３回搾乳する場合に比べて１日２回搾乳した場合には乳量が

240日泌乳能力検定における
乳量階層別泌乳曲線(散布図)
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５～１５％程度減少すると言われています。

【２年間搾乳】

受胎しなかった場合に、乾乳を行わず搾乳を継続することも一つの方法です。これに

より２年間搾乳を行うことも可能で、２年目の乳量は、牧草の豊富な春先から上昇しま

すが、総乳量は１年目の乳量の５０～７０％程度となります。

（４）乾 乳

乳量が０．５㎏以下になった場合又は泌乳期間が３００日以上になった場合、遅くと

も分娩予定日の６０日前までには乾乳を行うべきです。乾乳により、体や乳腺細胞を

休養・回復させることができるとともに胎児の発育に必要な栄養分の蓄積が図られま

す。

【乾乳の手順】

・乳房炎になっていないことの確認。

・搾乳間隔の延長(給飼・給水の停止により一気に搾乳停止することも可能です)

・搾乳停止

・乾乳用乳房炎軟膏（抗生物質製剤）を１乳頭に半量注入する。

・濃厚飼料及び多汁質の飼料の給与を中止し、良質の乾草のみの給与に切り

替える

４ 栄 養

（１）飼 料

【基本的考え方】

○濃厚飼料

一般の乳牛用の配合飼料の他、農作物残渣や食品加工粕（塩分、脂肪分含量に

注意）でも問題ありません。

○粗飼料

山羊は反芻動物であるため粗飼料を十分に与える必要があり、これを怠ると乳脂

肪率の低下を招くとともに食滞等の消化器系の疾病を引き起こしやすくなります。

牧草ではクローバー等のマメ科牧草を多給すると鼓脹症になりやすいので注意を

要します。

また、硝酸体窒素の含有量の多い飼料を食べると山羊は中毒を起こし、ひどい場

合は死亡することもあります。家畜糞尿（窒素肥料）を多給して生産した粗飼料には

高濃度の硝酸態窒素が含まれていますので注意して下さい。

○飼料を変える場合には嗜好性等を確認の上、従来の飼料と混合し、徐々に変えて

いくべきです。（鼓脹症等を起こす可能性があります。）

○鉱塩、ミネラル

乳中には多量のカルシウム、リン等のミネラルが含まれているため、補給できるよ

う飼料へ混合するか、自由に鉱塩等として摂取できるようにしておく必要があります。


